聖マリアンナ大学医学部医学科の小論文は，タイトルを付ける問題，漢字の書き取り，指示語の内容，空所補充問題，課題文の文章の要約などの出題となっております。
最近４ヵ年の小論文のテーマは，以下のとおりです。

・2007

「非血縁者との人間関係」について述べた文章を読み、以下の問いに答えなさい。

問１　タイトルを付けてください。

問２　漢字に直してください。

問３　後に続く文章を答えてください。

問４　空所に入るものを選択してください。

問５　鳥にたとえて述べた筆者の意見を，人間に置き換えてまとめてください。

（60分）

・2008

「人間と自然との共存」について述べた文章を読み、以下の問いに答えなさい。

問１　漢字に直してください。

問２　読みと意味を説明してください。

問３　指示語の指示内容を答えてください。

問４　本文を350字～400字で要約してください。

（60分）

・2009

「細胞の分化を確認する実験，考察」についての内容の文章を読み、以下の問いに答えなさい。

問１　漢字に直してください。

問２　語句の意味を説明してください。

問３　本文を350字～400字で要約してください。

（60分）

・2010

（１日目）

土居健郎『続・甘えの構造』からの抜粋を読んで，以下の問題に答えなさい。
問1　漢字に直してください。
問2　語句を説明してください。
問3　文中の空欄に漢字2字を入れてください。

問4　下線部を説明してください。
問5　筆者の考えを350～400字で書いてください。

（60分）

（2日目）

「人間の本能について」の文章を読み、以下の問題に答えなさい。
問1　文章に題名をつけなさい。
問2　漢字に直してください。
問3　文中の空欄に入る言葉を選択してください。
問4　文中の空欄に漢字2字を入れてください。
問5　人間の本能について筆者の考えを350～400字で書いてください。

（60分）

さて，皆様，お待ちかねの本年度の予想テーマですが，次のようなテーマにしました。
（１日目）

以下の文章を読んで，以下の問題に答えなさい。

　人類は進歩しているのだろうか。それとも退歩しているのだろうか。三千年の人類史のある（１）しゅんかんによって，ふとこんな疑惑を提出してみます。いうまでもなく，この疑惑の根底には，現代の不安があることは明白です。同時に，過去の任意の年代，任意の人物を範として，逆行しながら未来の人類に何物かを期待しようとする。今ひとたびの理想主義のあることもたしかであります。幽かな（あるいは最後の）希望と，深い（おそらく永続的な）絶望のあわいに立って，人類は自己を嫌い，まさに自己否定の直前まで歩んできたといったふうです。理想主義の様々な試みも，二つの大戦によって無残に敗北した，生々しい記憶を抱きながら。

　ルネッサンス以来，文明はたしかに進歩しました。誰も疑わぬ事実です。しかし我々はふと反問したくなる。その文明は，「幸福」という観念を漸次（２）ほうかいせしめ，逆に恐怖と戦慄をもたらしたのではなかろうかと，原子力の発明が，様々の意味で決定的でした。原子力は，道徳的に用いさえすれば，絶対の福祉を人類にもたらすに相違ないのですが，武器としては，人類の滅亡を必至ならしむる。その必至の方向に対して恐怖しているわけです。暗黒時代と称せらるる中世は，この種の恐怖を少しも知らず，かえって平穏な信仰生活があったことを，中世の否定者は今となって思い知ったはずです。

　西欧の（３）いくたの思想家は，早くから指摘しています。人類は自ら創造した文明によって痛烈に復讐されつつある。その重圧化に（A）呻吟しながら逆に翻弄されていると。人間は自己の創造物に（４）きょうたんしつつ，やがてそれに脅かされはじめたわけで，二十世紀は，この恐怖と悲鳴の一クライマックスと言ってよいでしょう。第二のノアの洪水－それは機械の洪水なのですが，科学の異常発生は，はからずも宗教の予言を実証する始末になったようです。現代の人権とはかつての時代よりも凄惨で，残忍な戦争犯罪の可能性であります。（C）人間，万物の尺度，それは犯罪の尺度と化したらしい。最後の審判で，人類を断罪するものは，自己が創造した機械自体かもしれませぬ。文明とは，あるいは人類の緩慢にして大規模な自殺であったといえぬでしょうか。

　（　B　）開国以来，一日として我々の念願を離れず，驚異と憧憬の対象となったものは，近代ヨーロッパ文明でありました。既存の伝統風習と激突しながら，ここに払った日本人の（５）ぎせいは大きい。混乱は永続的であり，われわれの宿命と化しました。その文明とは，東洋人にとって「青い鳥」であるべきはずのものであったのです。
問1　傍線部（１）～（５）漢字に直してください。
問2　傍線部（A）の意味を説明してください。
問3　文中の空欄（B）に漢字2字を入れてください。

問4　下線部（C）を説明してください。
問5　筆者の考えを350～400字で書いてください。

（60分）

（2日目）

　次の文章を読み、以下の問題に答えなさい。

　環境問題の解決ができなければ，人類は資源問題で血を流すことになる。そうなる前に環境問題という形で平和的，理性的に解決した方が，トクなのではないだろうか。環境倫理学は，そのための学問である。自然をまもる倫理基準を決めるときの前提を，定めようというのだ。たとえば鯨を採るなという主張がある。「鯨は一頭もとるな」という主張は，鯨は高級な知能をもった動物だから，人間と同じような生存権を持つという「生存権の能力主義」である。この場合には，保護の対象は個体としての鯨である。「鯨を絶滅させてはならない」という主張は，生物の種を保存せよという主張である。この場合には，絶滅しないように捕獲することは許される。個体としての鯨に生存権があるのではなくて，種の保存に人類としての責任があるという考え方になる。種の保存の理由として，第一に，たとえ現在では人間の役にたたない生物でもいつかは役立つようになるかもしれないから，あらゆる生物の種を絶滅から救わなくてはならないという主張がある。これは将来の可能的利用のための保存という考え方である。将来の利用主義だと言ってよい。第二に，ある生物種が絶滅するということは，人間自身の生存条件が危険にひんしているという意味だから，種を救うことによって人間は自分自身を救うという主張がある。私は，これをカナリヤ主義と呼ぶ。（１）たんこうではたらく人が有毒ガスの危険を早く知るためにカナリヤを連れて（２）こうどうに入るのと似た考えだからである。第三に，人間にとって利益になるか，ならないかを度外視して，あらゆる生物の種を保護すべきだという主張がある。将来の利用の当てもないし，カナリヤのような警告の役割をはたさないが，種である以上は絶滅させてはならないという主張である。この三つの理由は，どのような種でも保護しなければならないという結論を出す限りでは，実際上は同じ結論に行き着く。

　倫理学は，強制できる事例の限界を決める学問である。すると「倫理学はいらない。多数決で決めるから」と人がいる。とんでもない誤解である。何を多数決で決めてよいかについて，実質的な合意がないと多数決はかえって紛争の種になる。９０％のキリスト教系の国民が１０％のイスラム教系の国民を強制収容所に入れてよいかどうか。個人の基本的な権利は９０％の支持者があっても，（３）ちかうことが許されないという前提がないと，多数決原理は問題の平和的な解決には役立たない。９０％の国民が１０％の国民の生存権を奪うことが許されるとすれば，１０％の住民は命をかけても（　A　）の国民と戦って，分離の達成を求める。何を多数決で決めて強制してよいかについての合意がなければ，民主主義は平和的には機能しない。強制の限度は，ふつう権利として定められる。権利が，人間の生存をはみだして，自然物そのものまで拡張されようとしている。その生存が保護の対象となる生命とは，個体なのか，種なのかを定めることも環境倫理学の課題である。種の保存は人類の義務だが，個体の保護は個人の善意にまかせるべきで，他人に強制できないというのが，大筋でもっとも正しい考え方だろう。逆に人間以外の生物に個体レベルで生存権を認めると，たとえば知能の高いチンパンジーの生存がアルツハイマー病の患者よりも優先するとか，（４）いしょく臓器が不足したら知能指数の高い人に与えるべきだとか，人間の生存権に差別が持ち込まれてしまう。この差別を避けるには，人間はすべての個体に，他の生物は種に生存権を与えるという基準がどうしても必要となる。

　環境を守るための基準を作ろうとすれば，基準の前提についての合意を積み上げて行かなければならない。地球をまもるための民主的決定や国際協議にとって，環境倫理学は（５）ひつじゅひんである。環境倫理学を知らないでは，環境外交の戦略も立たない。


問1　文章に題名をつけてください。
問2　傍線部（１）～（５）を漢字に直してください。
問3　環境倫理学について，筆者はどのような指針を提案しているでしょうか。本文中から，４０字以内で抜き出してください。
問4　文中の空欄（A）に漢字3字を入れてください。
問5　筆者の考えを350～400字で書いてください。

（60分）

すばらしい解答を期待しています。
[受講申し込み方法]
・入塾金：無料
・受講費：３，０００円（税込み）×模試の数（「１日分」か「２日分」）
１　　お申込み
別紙に，模試添削希望，郵便番号，住所，氏名，電話番号等をなるべく詳しく明記して，現金書留に「添削料金３，０００円×模試の数」と「原稿用紙に書いた解答」を送付してください。
２　　領収書
　領収証は、確認メールや各種郵送物の不着等が発生した場合の予防策として、受講終了時まで御手元に保管いただきますようお願い致します。
３　　添削の返却
　　　可及的速やかに返却しています。受信日当日を目標に返却しています。
